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『聞き書き』から、
農山村の未来を描く

̶NPO法人 共存の森ネットワーク ̶

聞き書き甲子園 研修の様子

◎フォレスト・サポーターズ

共
存
の
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
理
念
・
内
容

　

共
存
の
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
森
と
人
の
暮
ら
し
の
つ

な
が
り
を
取
り
戻
す
た
め
に
、「
人
と
自
然
・
人
と
人

と
の『
共
存
』を
基
本
と
し
た
社
会
づ
く
り
及
び
新
た
な

価
値
観
の
創
造
に
寄
与
す
る
こ
と
」を
目
的
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
奈
良
県
川
上
村
の「
森
の
名
人
」

の「
森
は
家
や
。
人
だ
け
や
な
し
に
、
動
物
や
植
物
が

共
存
す
る
た
め
の
家
や
。」と
い
う
言
葉
か
ら
生
ま
れ
た

も
の
で
す
。

　

当
会
の
活
動
と
し
て「
聞
き
書
き
甲
子
園
」の
運
営
の

ほ
か
、「
聞
き
書
き
甲
子
園
」の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
農

山
村
地
域
で
の「
共
存
の
森
づ
く
り
」活
動（
全
国
５
地

区
）、
そ
し
て
、
昨
年
か
ら
は
都
市
部
の
社
会
人
等
を
対

象
に
、
自
然
に
根
ざ
し
た
仕
事
へ
の
ニ
ー
ズ
な
ど
、
各
々

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た「
な
り
わ
い
」づ
く
り
を

サ
ポ
ー
ト
す
る「
な
り
わ
い
創
造
塾
」を
展
開
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
22
年
度
か
ら
、
里
山
林
の
再
生
に
向

け
て
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
里
山
林
の
整
備
活

　

共
存
の
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
平
成
14
年
に
始
ま
っ

た「
森
の
聞
き
書
き
甲
子
園
」に
参
加
し
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

に
よ
る
森
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
活
動
を
き
っ
か
け

に
し
て
、
平
成
19
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
「
聞
き
書
き
甲
子
園
」は
農
林
水
産
省
、
文
部
科
学
省
、

国
土
緑
化
推
進
機
構
等
と
と
も
に
実
行
委
員
会
を
結
成

し
、
運
営
事
務
局
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
委
員
会
の
一
員

で
も
あ
る
国
土
緑
化
推
進
機
構
が
推
進
す
る「
フ
ォ
レ
ス

ト
・
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」の
理
念
に
賛
同
し
、
平
成
22
年
に

「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」の
一
員
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
共
存
の
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
務
局
長
吉
野
奈

保
子
さ
ん
と
森
山
紗
也
子
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

共存の森ネットワークの事務局長 吉野
奈保子さん（右）と森山紗也子さん（左）
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ドキュメンタリー映画
「森聞き」のワンシーン

「共存の森づくり」茅刈り体験
（千葉県市原市）

「なりわい創造塾」農業体験
（埼玉県小川町）

「森林総合利用推進事業」
（石川県能登町）

「被災地の聞き書き101」（岩手県大槌町吉里吉里地区）
おおつちちょう き り き り

◎フォレスト・サポーターズ

動
等
を
支
援
す
る
林
野
庁
補
助
事
業「
森

林
総
合
利
用
推
進
事
業
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。

聞
き
書
き
甲
子
園
10
周
年

　

今
年
で
10
周
年
を
迎
え
る「
聞
き
書
き

甲
子
園
」は
日
本
全
国
の
高
校
生
が
森
の

名
手
・
名
人
を
訪
ね
、
生
き
る
知
恵
や

技
術
、
人
と
な
り
を
聞
き
書
き
し
、
記

録
す
る
活
動
で
す
。
昨
年
か
ら
は
森
を

語
る
上
で
も
重
要
な
海
・
川
の
名
人
へ

の
聞
き
書
き
も
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
聞
き
書
き
甲
子
園
」を
描
い
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画『
森
聞
き
』が
今
年
３

月
の
東
京
で
の
上
映
を
皮
切
り
に
全
国

各
地
の
映
画
館
や
、
国
際
森
林
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
で
上
映
さ
れ
、
映
画
を
見
た

保
護
者
か
ら「
子
供
の
た
め
に
地
元
で
も

上
映
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
声
が
上
が
る

な
ど
、
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
国
際
森
林
年
記
念
関
連
事

業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
、
今
年
の

「
聞
き
書
き
甲
子
園
研
修
会 

開
講
式
」は
、

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
バ
ッ
ク
展
が
開
催
さ
れ

て
い
る
東
京
都
現
代
美
術
館
で
実
施
し

ま
し
た
。
11
月
19
日
に
は
、「
聞
き
書
き

甲
子
園
10
周
年
イ
ベ
ン
ト
」の
開
催
も
予

定
し
て
お
り
、「
未
来
に
向
か
っ
て
私
た

ち
か
ら
の
提
案　

森
と
人
、
人
と
人
、
そ

の
１
０
０
年
先
を
描
く
た
め
に
」を
テ
ー

マ
に
、
聞
き
書
き
甲
子
園
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

に
よ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、
他
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
の
若
手
も
交
え
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

被
災
地
の
聞
き
書
き
101

　

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、

「
私
た
ち
の「
聞
き
書
き
」が
震
災
の
復
興

に
役
に
立
て
な
い
か
」と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
生
ま
れ
た
活
動
が「
被
災
地
の
聞

き
書
き
101
」で
す
。
被
災
地
に
足
を
運
び
、

被
災
者
の
現
状
を
聞
き
取
り
、
そ
れ
ら
の

情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
、
も
と
も
と
あ
っ
た
生
活
の
様
子

や
、
家
族
や
ご
自
身
、
地
域
の
将
来
の

こ
と
な
ど
の
話
も
交
え
な
が
ら
幅
広
い

テ
ー
マ
で
お
話
を
伺
い
、
そ
れ
ら
を
集
約

し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
発
信
し
て
い

く
予
定
で
す
。
現
在
ま
で
に
岩
手
県
大
槌

町
で
50
人
、
宮
城
県
南
三
陸
町
で
20
人
、

石
巻
市
で
10
人
の
方
か
ら
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。「
１
０
１
」は
、「
切
り
の
い
い

１
０
０
で
は
な
く
次
が
あ
る
」と
い
う
意

味
で
名
付
け
ま
し
た
。
来
年
度
以
降
も
こ

の
活
動
を
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

今
後
の
取
組

　

現
在
、「
聞
き
書
き
」を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
も
実
施
で
き
る
よ
う
に
計
画
し
て
い

て
、「
聞
き
書
き
甲
子
園
」に
参
加
し
て
い

る
筑
波
大
学
付
属
坂
戸
高
校
を
通
じ
て

現
地
と
調
整
中
で
あ
り
、
順
調
に
行
け
ば

平
成
25
年
に
は
現
地
で
の「
聞
き
書
き
」

が
ス
タ
ー
ト
で
き
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

国
連
大
学
高
等
研
究
所
の
協
力
の
も
と
、

平
成
24
年
春
に
完
成
予
定
の
英
語
版「
聞

き
書
き
テ
キ
ス
ト
」は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
ボ
ゴ
ー
ル
農
科
大
学
コ
ル
ニ
タ
高
校

の
授
業
等
で
活
用
予
定
で
す
。


